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ラーニングアナリティクスを基盤とした教育改革の取り組み

芝浦工業大学 工学部 機械工学科　角田和巳

私大連フォーラム2023 

- 未来の学びへの羅針盤　生成系AIとデジタル技術が切り拓く大学教育の新時代 -
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01 学修システムのDX

02 学修情報のDX
学修ログに加えて教室環境などの
情報もLRSに蓄積しアダプティブ
ラーニングを実現．

03 学修成果のDX
SITポートフォリオによる学修成果の可視化を利用してデジタル証明書，デジタルバッジを実現．

■ “学生の学びの心に火をともす”ラーニングアナリティクスによる教育改革

https://www.shibaura-it.ac.jp/about/education/good_practice/DX-20210702.html より引用．注釈を追記

Moodle, BookRoll, LAViewを
シームレスに統合．

BookRoll, LAView
の導入による学習分析
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学習とその環境の理解と最適化のための，学習者とそのコンテキストについてのデータの
測定，収集，分析，レポート　 [ https://www.solaresearch.org/about/what-is-learning-analytics/ ]

データの収集・蓄積

データの分析・可視化

分析結果のフィードバック

評価・改善

■ ラーニングアナリティクス（学習分析）の定義と手順

LMSとBookRollからデータを取得
LRS（学習履歴データベース）に蓄積

LAViewを利用
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Learning Record Store（LRS）

デジタル教材配信システム 学習分析ツール

教材の閲覧ログや学習活動を記録 学習活動を分析

■ 本学で導入した学習分析ツール

BookRoll LAView
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事例紹介１

- 予習課題の解説・授業中の活動状況確認 -
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■ BookRollとLAViewを用いた反転授業の構成

授業中

授業前

予習ビデオの視聴

予習課題の答案作成

BookRollで解答確認（マーカーを残す）

LAViewで解答分析

分析結果に基づく補足説明

小テスト

講義 + AL
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エネルギー変換工学　第 03回授業事前課題

※回答期日：2022年 10月 12日（水）19:00

1. 最初に【 3. 2】を自分で解いてください．

2. 次に 2ページ目の解答・解説を読んで自分の答案を添削しながら，解答・解説にマーカーを引いてください（間
違えたところや理解できない箇所に黄色のマーカー，重要な内容で理解できた箇所に赤色のマーカーを引く）．
また，疑問点があればメモに記入してください．

3. 授業の最初に本問と関連した小テストを行います．

【 3. 2】　図のようにポンプで水を z =50 cm汲み上げたとき，吸い込み側の圧力ヘッドは −6.0 m，吐き出し側の圧
力は 340 kPaであった．ポンプによって水に与えられた動力（ポンプの揚程H）を求めよ．ただし配管の直径は吸い
込み側も吐き出し側も同じであり，すべての損失は無視してよい．なお，水の密度は ρ = 1000 kg/m3，重力加速度の
大きさは g = 9.8 m/s2 を用いること．
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① 予習ビデオの視聴・予習課題の解答作成 ② BookRollで解答の確認 ③ 分析結果に 
　 基づく補足

④ 小テスト

授　業　前 授　業　中

■ 実際の授業進行
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単語の解釈が不十分

符号の間違い

関係式の理解が不十分

符号の間違い

■ マーカー表示に基づく解答過程の分析
BookRoll上での学修活動を可視化 

色の濃淡により学生の理解状況を把握 

マーカーの関連箇所を追跡し，間違い
に到る原因，陥りやすい箇所を可視化 

学生に対する説明内容の絞り込み
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■ 学習活動の分析
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■ 資料滞在時間の可視化と学修成果

（上）最終滞在時間　（下）予習時滞在時間

【自己評価と成績】
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事例紹介２

- 実験科目での予習（音声付きPDFの利用）-

11



■ 授業の流れ

BookRollで予習資料（音声付きPDF）を視聴 
事前確認問題の解答をメモに残す

実　　験

LAViewで解答（メモ）を確認

補足や注意事項をコメント
授業中

授業前
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■ 予習資料の構成・予習内容の確認

0:58

0:54

2:04

0:48

0:55

1:00

•LAViewでメモを出力 
•csvファイルで内容確認

音声再生時間：6:39
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■ 分析結果のフィードバック

実　　験

LAViewで解答（メモ）を確認

補足や注意事項をコメント

資料の改善

授業中

授業前 BookRollで予習資料（音声付きPDF）を視聴 
事前確認問題の解答をメモに残す
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■ 資料滞在時間の平均値に関する比較
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▶︎学習分析システムの導入により，授業中や予習段階における学習活動を分析・可視化
することが可能となった 

▶︎BookRollに記録されたマーカーを分析することにより，学習者が不正解に至る過程
を可視化できることが示された 

▶︎資料滞在時間の分析から，成績上位者と下位者の間では資料滞在時間の平均値につ
いて有意差が認められることが示唆された 

▶︎マーカー数やメモの内容から教材の適切性を判断することができ，指導内容の改善
に寄与する情報を取得することができた

■ ラーニングアナリティクスの導入効果
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シームレスな学修システムを活用して
学修成果の可視化と学修ログの蓄積
を進める

ラーニングアナリティクスに基づいて
授業レベルと学位プログラムレベルの
整合をとりながら教育改革を展開する

学位プログラム

大　　学

………………

学修ログに基づくラーニングアナリティクス
ポートフォリオによる学修成果の可視化

学修成果・教育成果の把握・可視化

授業科目・教育課程の編成・実施

…
…
…
…
…

………

授業科目

…

■ DXによる教学マネジメントの強化
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